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1．まえがき  

昭和42年10月エれ単位面積（5．51ガ）、20羽．25羽、50羽の塵革で1垂の両横佗1   

T㌔に75羽、92羽」110羽を収零して飼養した結果初産日令と50％産卵日令は密度の高い   

程長くなったが有意芸妓認められなかクた。しかしその差が産卵成兼に影智をおよほしていたと  

思われたのでこれを追試するために前回と同じ規模方法て試験を賽施した。（前報参醸）－  

2．試験の結果と考察  

ド）蓮卵成績  

7 竜卵状態  

個疎鶏はロードホーン種でトラップネストによカ個体別托調査し月別に集計した成融は表   

（1）のようである。  

爽1）1羽当少平均産卵個数  
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区   月 現員  四  ill  20．9    14．D  口  侶教数 偏差    鼠84  ．8・59】   
個 数   15．1   ＝2  
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偏 差  至 974  
」＿一門＿．．．＿  

個 数   10．う   18．ロ  
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偏 差  父87  免10  有 意 差   59ら  5％   
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有 意 差 表  

2 月 i平  
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平均産卵信教は、5区は1区よ．り常に悪く、5区と2区の間ではて□乱1月、2月の5  

カ月紆有意差が認められて5区が悪く、1区は2区よ少2月以外の月は常にエく1区と2区  

は5乳．1区と5区は1％5％の水嘩で有意芸が認められた。1826間では1区，2区、  

5区の闇で飼育曹庶の低h2口羽区がよい結果と立った。この督倭芸の現われた原因と思わ  

れる初産臼令把つぃて比喫してみると輿2）の上クである。   

初悪日令托ついては1区と2区はほゞ同じで、5区は1、2区エカ寒く5渇水準で有演差  

が認められた。   

また、509ら産卵臼令は2区1区5区の順で5区が悪く、これが産卵個数の上で有意差の  

現われる原因となったと思われる○せた、2区が50％産卵臼令が1区工少早く、平均初産  

巳令がほゞ同じエうであるKもかゝわらずdカ月間の産卵個数て1区との間陀有意差の現わ  

れた原因は、初産後の題卵が何らかの原因で順調に伸長しなかった結果と思われる。   

産卵率は淘3）のエうに1区は1月せで脱調にきたが2月にやゝ低下し5月は上昇した。2  
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鰐は窪卯の伸長氏合が良く浸かった。5区は11月把は産卵は上昇したが、その後2月せで   

は佗ゞ匡じようた状感が続き、5月には上昇したが平均藷卵爵：せ1区2区5区の慣であゥた。  

衆31：聖 卯 奉  

‡ 74．5  占5．d  85月  dスd  d7占  d74  7鼠2  d2．5  撞  ‖  dO．7  8【！2  5R5  
d5．0   

T  d7d   dZ4   82．る  dスd        785  d2．2  
平均卵敏畢は次第把増大して5月把は最高の状諒に達したが、2区5区1区の旧であ少、  

1日1羽当少薩卵盟は欄間平均1区2区5区の版であった。これを表示すれば表（4）のようで   

ある。  

夏蚕4）平均卵蔓と1E】1羽当わ産卵量畳  

＝  10  ト1  5   

‾‾■ 
平均   

6                平均卵箋  ■1  50．5  芦 55．d  5ス9  dD．打  dl．る  dl．5  58．5    臼 一三＿」5D・5   55．5  ●  占D．2 ■  dl．5  
dl．8   

1∈】1羽当  口  122．8  58月 51．8  5鼠汀  45．0  40．4  51．5  山  5鼠d   2  214   55．d  i48・7  41．5  鞄  5占．5  
5  玄≧卵泉                                          55・苧  5ムざ  575  575  4鼠9  55．1   

イ 飼料摂取盈と飼料製求繹  

飼料の摂取丑は月別には差はみられるが全期間では大差孜く、1、2区は117針．5区  

、が115gてあった。鋼製倭求葦は1区は全期を通じて他由区よ少良く全期平均で2．955   

であれ2区はる区よ少、10、11、2月が良く12，．1．、5月はち区が良く，全期平均   

ではわずか忙2区が良くそれぞれ5．225．5，288であdた。その状態は表別のようであ  

る。  
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費（引 飼料摂取丑と要求轟  

1D4．8  98．1  124．5  121、ロ   
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（2）生括反応訊杢   

親閲中伝染病め発生は左く、一般疾病で多かったのは卵つh症と脇道で病釈別の死亡淘汰鵜   

の羽数は表（6）のようである。  

衷㈲‘死亡淘汰鷺の病湖別表  

二、－－  ‾1㌃「  よ華空‡卵ついi癌  その 一他  

亡「三‡＝：＝工  、                                 】  】＿－＿⊥＿＿  

÷」－一－－1  
11  2  11  

こ＿＿」竺 
2   11  

＿ぎ．＿＿＿．竺L＿．＿三空▲⊥＿＿ユ空  
14．5【 100  

・，生存乳腰帯箪は？区1区る区の順で月別の変化は覿7）の．ようてある。   

粛7）生存密及残存翠 二  
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鶏町 月末羽数に対する月別単位面窃羽故  
▼ 
匝蒜T㌃T符 】  丁宕「「             卜  区  

‾ 
T「「 ㌃「‾‘昌一訂‾‾■‾て石丁20 ！2n  
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飼養羽徽と取藁取替の関係   

急斜は謂塾を使用し、試飯田始時把10K沌各区使用しその後ほ汚れの状遵によ少部分敬啓  

を行なった。その月別のもー：態は表（9）のようである。  

表（∂）  

［ i  

5．糞  約  

昭和A5年10月よ少44年5月せでのユ旦試蘇果はぉおむね次のようてある。  

（1）産卵成統  

平均藷卵数は1区は′射て5区エク良く、2区とは2月を除いた月てはすべて良く、2区と5  

区では1D．1、2月は2区が5区よ少良く5月は同じであって、全期間では1、2、5区の  

膳で軍歴の低い20羽区が良く1区と2区5区の問にそれぞれ5％．5％、1％の水嘩で有意   

差が認められ、2区と5区の筒には椙悪道は経められなかった。産卵率は2区の産卵が5D％  

産卵日令以降伸長皮がおくれた。5区は11月には上昇したがその後は2月まで同じエラ夜状   

態が続き全期間で1、2、5区の慣忙良い結果となった。平均卵重景は2、5、1区の願であ  

ったが大差をく、1日1羽当少産g日量は1，2、5区の順となった。  
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け）紆堕日令  

初産臼令と5Dヲら産卵日令比1区と5区、2区と5区の問に5％水経で布烹義が謹められた。   

餌付月日が4月12日であったのて、10月の試験開始日が餌付ロエ少、72日忙凍るので1   

区と2区は平均初産日令がそれぞれ171．4日、170．2日であったのでその按にう空してぃた   

が、5区は1774日であったから約5E∃かくれた。50％蔑卵巳令はそれぜれ191、．1叩こ   

20－88であってそれ忙遷した月日はそれぞれ1U月2DE㌔10月8日、11月d日となる○  

（3）飼料摂取丑と輝斡桑求払・  

抜取豊は1、2区は約117g、5区は115βで賽京審は1区2区5区の旧で良かったが、   

2区と5区はその差はわずかでらった。  

（4）鱒康状態  

密度差と疾病の関連性はこの程匿む群の大きさては特別にみられなかった。生存率は各区と   

もに良く終了時で2区991．1区98．d、5区9る．2ワらて平均生存率はそれぞれ9父9，   

9文d、98．1であった。残存賽は2区98．9、1区98．占．5区95．5であって単位面積  

（5．5m皇）の飼覆羽狩は平均1区1R9羽、2区24．9羽、5区2鼠5羽であった。  

教案の取替えは密度の増加にしたがって激甚の使用蒐は1区上少も2区は25乳 5区は   

4る％のタ身加を示し、さ区は2区よぅ約17％増加した。   

以上の結果から健康状態は各区大差なく、初産巳令は5区が悪く、覆卵状陪は1区が良かった。  

したがクてi単位諒嶺当少め飼養羽敵は20～25羽の東園が適当と思われる。  
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